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② 映像符号化技術
MPEG-2（地デジ、BS2K）⇒ HEVC（BS4K8K）⇒ VVC（2020年）

MPEG-2と比べ、情報量を1/5～1/6に圧縮可能

地上放送高度化：伝送容量の拡大

① 無線伝送技術
変調方式や誤り訂正技術の進展により、

地デジと比べ、約1.7倍の大容量伝送が可能
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技研公開2021「地上放送高度化技術」→
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地上放送高度化：放送通信融合
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などをオブジェクトと
して多重伝送
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視聴者にとって利便性の高いサービスを提供

技研公開2021「放送通信融合技術による新たな地上放送サービス」→
はに丸くん潜入取材動画もこちらから ⑤



サービスの高機能化

技研公開2021「AR技術を活用した番組への没入体験」→

VRやテレビ映像と同期する自由視点ARなどの新たな視聴体験
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アクセシビリティ改善への期待

放送の高度化により、多様なサービスを実現する手段の幅が広がります
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